





A study on communications education for students 
in the first stage of care-work work experience











































































IA（実施時期 6月 27日～ 7月 8日、11日間）」で実習した学生 74名のうち、質問紙に
回答した 69名（男性 14名、女性 55名）。年齢範囲は 43歳から 18歳であり、平均 19.3
歳であった。
2）調査時期























IA（実施時期 6月 26日～ 7月 8日、12日間）」で実習した学生 63名のうち、質問紙に
回答した 62名（男性 10名、女性 52名）。年齢範囲は 23歳から 18歳であり、平均 18.7
歳であった。
2）調査時期




























































































































計 107 100.0％ 100.0％
（プラス体験）
分　　類 全　　体
大項目 小項目 記入数 比率
①意思の疎通 意思を伝えられた 3 6.4％ 6.4％
②職員からの
　接近









































計 81 100.0％ 100.0％
（マイナス体験）
分　　類 全　　体





































































































































































4 認知症者とのコミュニケーション 6.3 56.7 30.6
















　また、項目に対する未経験者数が 1割以上であった 6項目を表 6に示した。これらの
項目は、表 5でも「未経験者 1割以上の項目」として示したが、平均値の得点の高低に
関係なく全体的に散らばっていた。






9 利用者を名前で呼ぶ 3.66 （0.59） 1
13 相手に率直に謝る 3.58 （0.59） 2
2 話すときの目線 3.54 （0.59） 3
24 聴覚障害者への対応 3.50 （0.58） 4
10 車椅子介助時の説明 3.46 （0.67） 5
6 声の大きさ、高さ 3.42 （0.62） 6
3 頷く、肩に触れる 3.40 （0.66） 7
25 視覚障害者への対応 3.38 （0.66） 8
23 認知症利用者への対応 3.33 （0.64） 9
1 話す位置の配慮 3.31 （0.66） 10
14 相手への関心 3.29 （0.61） 11
5 自分の表情、態度 3.28 （0.61） 12
7 テンポにあう話し方 3.27 （0.68） 13
15 自尊心への配慮 3.25 （0.60） 14
18 1度に 1つの指示等 3.20 （0.66） 15
17 命令などしない 3.19 （0.60） 16
12 感情コントロール 3.18 （0.60） 17
4 話の内容、感情理解 3.12 （0.59） 18
16 プラス面促進関係 3.11 （0.62） 19
8 場を和ませる配慮 3.09 （0.73） 20
11 放っておかない配慮 3.02 （0.66） 21
19 せかす言葉不使用 2.97 （0.69） 22
21 制限、禁止の言い方 2.96 （0.69） 23
20 感情をとらえた対応 2.94 （0.64） 24







13 相手に率直に謝る 2 3.85 （0.40） 1
9 利用者を名前で呼ぶ 3.76 （0.50） 2
10 車椅子介助時の説明 3.66 （0.51） 3
19 せかす言葉不使用 3 3.66 （0.63） 4
17 命令などしない 3.61 （0.66） 5
2 話すときの目線 1 3.57 （0.67） 6
1 話す位置の配慮 1 3.36 （0.58） 7
15 自尊心への配慮 1 3.34 （0.68） 8
3 頷く、肩に触れる 3.34 （0.70） 9
22 面倒がらない対応 4 3.33 （0.69） 10
5 自分の表情、態度 3.27 （0.63） 11
24 聴覚障害者への対応 7 3.27 （0.76） 12
12 感情コントロール 13 3.27 （0.64） 13
18 1度に 1つの指示等 4 3.26 （0.85） 14
23 認知症利用者への対応 20 3.24 （0.66） 15
7 テンポにあう話し方 3.18 （0.69） 16
14 相手への関心 3.18 （0.69） 17
6 声の大きさ、高さ 3.16 （0.68） 18
11 放っておかない配慮 4 3.05 （0.74） 19
25 視覚障害者への対応 17 3.02 （0.69） 20
16 プラス面促進関係 10 3.02 （0.70） 21
4 話の内容、感情理解 2 2.92 （0.62） 22
20 感情をとらえた対応 2 2.88 （0.69） 23
21 制限、禁止の言い方 9 2.57 （0.82） 24








23 認知症利用者への対応 12.5 53.3 32.3
25 視覚障害者への対応 28.1 26.7 27.4
12 感情コントロール 3.1 40.0 21.0
16 プラス面促進関係 15.6 16.7 16.1
21 制限、禁止の言い方 9.4 20.0 14.5








　平均値 3.5以上の項目を「自己評価の高い項目」として表 7に、平均値 3.0未満の項目
を「自己評価の低い項目」として表 8に示した。
　①　「自己評価の高い項目」についての比較












































































　対象となった学生は、調査 1（2005年度 1年生）は平均 19.3歳（年齢範囲は 43～ 18























































































実習第 1段階学生では 6項目あった。また全体的にみても、実習第 1段階学生の自己評
価は介護職（鈴木 2001）に比べて低くない傾向にある。














































































































































（3）本学では実習段階を 3つに分け、実習第 1段階は 1年次に 2期に分けて行っている
（実習Ⅰ A、実習Ⅰ B）。1年次 7月に行う実習第Ⅰ Aを「基礎実習」とし、2月の実習







































































18 一度に 2つ以上の指示や勧めをしないようにできていますか 1度に 1つの指示等
19 「早く、早く」などと相手をせかす言葉などを極力使わないことができますか せかす言葉不使用
20 短い会話のなかでも相手の感情の変化を的確にとらえて、対応することができますか 感情をとらえた対応
21 利用者に制限や禁止を伝える際、利用者の抵抗感が少なく、納得するような言い方ができますか 制限、禁止の言い方
22 苦痛や不安を始終訴える利用者などに、嫌な顔をしたり面倒がらずに訴えを何度も聞いてあげる
ことができますか
面倒がらない対応
23 認知症利用者と接する場合に、健常老人の判断基準をあてはめないようにできますか 認知症利用者への対応
24 聴覚障害のある利用者に対しては、遠くから大きな声で伝えるのではなく、聞こえる側のそばで、
はっきり、ゆっくり話すことができますか
聴覚障害者への対応
25 視覚障害のある利用者に対しては「○○さんの右側に○○があります」と言ったりして、物や人
の位置関係がわかるように配慮することができますか
視覚障害者への対応
（測定方法）　1：ほとんどできない　2：できないことが多い　3：少しはできる　4：常にできる
―　86　―
実習初期段階学生の状況に即したコミュニケーション教育の検討
―　87　―
資料 2　「寮母のコミュニケーションスキル調査項目」（鈴木 2001）
（1）基本的コミュニケーション／受け手としての技能
1． 利用者の話を聞くときは、利用者が自分の姿全体を見られるような位置にいることができますか
2． 相手と話をするときは、適宜相手と目線を合わせることができますか
3． 言葉で返事するだけでなく、利用者の表情の動きに注意して、頷いたり、肩や手に触れるなどしながら、相手の
話を聞くことができますか
4． 利用者の話を聞くときに話の内容と感情の両方を理解することができますか
（2）基本的コミュニケーション／送り手としての技能
5． 利用者に話しかけるとき、自分の表情や態度に気をつけて話すことができますか
6． 利用者に話すときには、声の大きさ、高さ、明瞭さなどに気をつけて話すことができますか
（意識的に身体言語：笑顔、身振り、手振りなど）
7． 利用者に話すときには、相手のテンポにあわせて話すことができますか
8． 場の緊迫感を和らげるユーモアを取り入れ、周囲を和ませる対応ができますか
9． 相手を呼ぶときに「○○さん」と利用者の名前を呼んでいますか
（3）介護場面での対応技能
10． 車椅子で移動介助するときなどに、相手に「これから○○しますよ」などと言ってからすることができますか
11． 介助の途中で別の仕事をしなければならなくなったとき、利用者を放っておかないよう配慮することができます
か
12． 認知症利用者などには、介護者の思いが通じない場合もよくあることを理解し、自分の感情をコントロールする
ことができますか
13． 相手の痛い思いや不愉快な思いをさせてしまったときには、率直に謝ることができますか
（4）心理・精神面を援助する際の対応技術
14． 日常的に利用者と触れ合う際に、ちょっとした言葉がけなどをして相手に関心を示すことができますか
15． 忙しいなかでも個々の利用者と対話の機会をつくることが大切だと考えますが、あなたはそれができていますか
16． 相手の言葉や行為の善し悪しを批判するのではなく、その言葉の背景を理解して接することができますか
17． 相手の自尊心を傷つけるようなことを言わないようにできていますか
18． 小さな進歩にいつも気をつけ、進歩があるときには具体的にその進歩をほめ、利用者のプラス面を促進すること
ができますか
19． 利用者のしたことに不十分なところがあったとしても、とがめることはせず「よくあることだからあまり心配し
ないように」などといい、利用者を安心させることができますか
20． 利用者に対して何か指示するときには、命令口調や威圧的態度を用いず接することができていますか
21． 利用者に指示や忠告をするときには、漠然とした曖昧な言い方ではなく、はっきりとわかりやすい指示や忠告を
できますか
22． 一度に 2つ以上の指示や勧めをしないようにできていますか
23．「早く、早く」などと相手をせかす言葉などを極力使わないことができますか
24． 短い会話のなかでも相手の感情の変化を的確にとらえて、対応することができますか
25． 利用者本人が危険にさらされているときや他の利用者に迷惑をかけているときに、はっきりと行動の禁止（して
はいけないこと）を伝えることができますか
26． 利用者に制限や禁止を伝える際、利用者の抵抗感が少なく、納得するような言い方ができますか
（5）心気症状・不安・うつ状態への対応技能
27． 苦痛や不安を始終訴える利用者などに、嫌な顔をしたり面倒がらずに訴えを何度も聞いてあげることができます
か
28． うつ状態の利用者が、「寂しい」「心配でしょうがない」などと繰り返している時には、安易に頑張ってなどと激
励しないようにしていますか
（6）認知症利用者等への対応
29． 認知症利用者と接する場合に、健常老人の判断基準をあてはめないようにできますか
30． 不穏状態が見られたとき、静かで精神的に落ち着くような環境づくりをして、利用者が精神的に落ち着くような
対応ができていますか
31． 徘徊によって事故や怪我を引き起こさないような対応ができていますか
（7）聴覚・言語・視力障害の利用者への対応
32． 聴覚障害のある利用者に対しては、遠くから大きな声で伝えるのではなく、聞こえる側の側で、はっきり、ゆっ
くり話すことができますか
33． 視覚障害のある利用者に対しては「○○さんの右側に○○があります」と言ったりして、物や人の位置関係がわ
かるように配慮することができますか
出典：鈴木（2001）
※　項目 12、29は、「痴呆老人」を「認知症利用者」に変更。項目 12は、「処遇者」を「介護者」に変更。
※　項目 15、16、19、21、25、28、30、31は、本研究の調査項目では使用しなかった。
